
5.19 承認規則設定

① 部門・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 部門別に設定が可能です。全部門に適用規則は「共通」で設定します。
個別設定されている部門は、個別設定が優先されます、下位部門には適用されません。

② 有効期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 承認規則の適用期間を設定します。

③ 月次確定方法・・・・・・・・・・・・・・・・本人が月次実績確定する場合、対象月の日次勤怠データがすべて【日次実績確定】されることが必要かどうかを設定し
ます。

◆【日次実績確定】されてないデータがある場合でも【月次実績確定】は出来る
◆【日次実績確定】されてないデータがある場合、【月次実績確定】は出来ない

④ 日次承認対象・・・・・・・・・・・・・・・・管理者が部下の日次勤怠を承認する際に、対象日の勤怠データに対し、本人の実績確定が必要かどうかを設定します。

◆【日次実績確定】されていなくても【日次実績承認】は出来る
◆【日次実績確定】されてなければ【日次実績承認】は出来ない

⑤ 日次承認方法・・・・・・・・・・・・・・・・自動承認するかしないか、自動承認する場合の条件を設定します。

◆残業=0ならば自動承認
◆ワーニング=0ならば自動承認
◆残業=0、ワーニング=0ならば自動承認
◆自動処理はしない

⑥ 月次承認基準　日次実績確定・・ 月次承認できる前提が日次確定の状況による場合、以下の設定が可能

◆【日次実績確定】されてないデータがある場合でも【月次実績承認】は出来る
◆【日次実績確定】されてないデータがある場合、【月次実績承認】は出来ない
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5.19 承認規則設定

⑦ 月次承認基準　日次実績承認・・ 月次承認できる前提が日次承認の状況による場合、以下の設定が可能

◆【日次実績承認】されてないデータがある場合でも【月次実績承認】は出来る
◆【日次実績承認】されてないデータがある場合、【月次実績承認】は出来ない

⑧ 月次承認基準　月次実績確定・・ 月次承認できる前提が月次確定の状況による場合、以下の設定が可能

◆【月次実績確定】されてなくても【月次実績承認】は出来る
◆【月次実績確定】されてないと【月次実績承認】は出来ない

⑨ 月次承認方法・・・・・・・・・・・・・・・・自動承認するかしないか、自動承認する場合の条件を設定します。

◆残業=0ならば自動承認
◆ワーニング=0ならば自動承認
◆残業=0、ワーニング=0ならば自動承認
◆【残業＜＝計画値】ならば自動承認
◆日次実績の承認が全て(1か月分)終わっていれば月次実績の承認を自動的に行なう
◆自動処理はしない
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